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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第54期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第53期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 7,061,2387,502,00029,798,417

経常利益（千円） 147,1351,037,7482,410,492

四半期（当期）純利益（千円） 82,326 612,6611,435,086

純資産額（千円） 15,410,18316,870,22416,653,276

総資産額（千円） 42,154,69238,409,70040,583,765

１株当たり純資産額（円） 2,445.502,671.852,637.10

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 13.06 97.22 227.74

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 36.56 43.83 40.95　

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
930,821 459,1087,007,945

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△197,401△579,857△1,524,325

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△510,890△1,407,938△4,389,877

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 6,449,8115,669,8887,277,460

従業員数（人） 758 788 779

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ていません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．潜在株式等調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してい

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および連結子会社８社）が行っている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 788     

　（注）従業員数は就業人員（常用パートを含んでいます。）です。

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 395     

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートを含んで

います。）です。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

ライフサイエンス事業（千円） 3,142,175 16.5

電子材料および機能性化学品事業（千円） 3,340,624 118.1

合計（千円） 6,482,799 53.3

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっています。

２．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

(2）受注状況

　当社グループは、見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

ライフサイエンス事業（千円） 4,758,127 △0.7

電子材料および機能性化学品事業（千円） 2,743,872 20.9

合計（千円） 7,502,000 6.2

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しています。

　      ２．前年同四半期比は、前第１四半期連結累計期間の事業別セグメント情報を当第１四半期連結累計期間より適

用した報告セグメントの方法により組替したものと比較しています。

            詳しくは、セグメント情報をご参照下さい。　

３．前第１四半期連結会計期間および当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績および当該

販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりです。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社フジミインコーポレーテッド 810,556 11.5 1,040,486 13.9

３．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクの内容について、重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

EDINET提出書類

扶桑化学工業株式会社(E01056)

四半期報告書

 4/25



４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社および連結子会社）が判断し

たものです。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、在庫調整の進展や海外経済の回復を背景とした輸出および生

産の増加を受け、国内の景況感は緩やかな持ち直しが見られました。しかし、その一方で厳しい雇用環境、円高、ギリ

シャ問題、国内でのデフレ基調、それらが主要因となり依然として先行き不透明な状況が続きました。

　このような状況のもと、当社グループはアジアを中心とした世界の顧客との関係を強化し拡販に努めるとともに、

新規製品の開発、継続して取り組んでいるコスト削減、生産性向上による原価の逓減および財務体質の強化に努め

ました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は7,502,000千円（前年同期比6.2％増、440,762千円増）となりま

した。利益面については、一部製品の市場価格が低下する一方で、半導体業界の回復や輸出の増加等により、営業利

益は1,152,358千円（同369.6％増、906,952千円増）、経常利益は1,037,748千円（同605.3％増、890,613千円増）、

四半期純利益は612,661千円（同644.2％増、530,334千円増）となりました。

　

  当社グループの報告セグメントの業績は、次のとおりです。

　

　当第１四半期連結会計期間よりマネジメント・アプローチに基づく「セグメント情報等の開示に関する会計基

準」および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」によるセグメント情報の開示を行っており、

セグメント情報を変更しております。　

　また、当第１四半期連結会計期間から適用する新セグメントの区分に組み替えた上で、前年同期比を記載しており

ます。　

　

（ライフサイエンス事業）

　ライフサイエンス事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が4,758,127千円（前年同期比0.7％減、34,053千円

減）、営業利益は560,230千円（同17.4％増、82,892千円増）となりました。

　日本経済の回復が緩やかなものにとどまっているなか、アジア経済の回復を背景とし輸出が増加しました。しか

し、その一方で一部製品の市況悪化や市場価格の低下などに加え、海外子会社の売上高において円高による為替の

影響などにより、売上高はほぼ横ばいとなりました。利益面につきましては、継続して取り組んでいるコスト削減に

加え、円高により日本における輸入価格が低下したこと等により、営業利益は増加となりました。

　

（電子材料および機能性化学品事業）

　電子材料および機能性化学品事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が2,743,872千円（前年同期比20.9％

増、474,815千円増）、営業利益は788,086千円（前年同期は61,399千円の営業損失）となりました。

　世界的な需要不振が落ち着いたため、売上高は回復しました。利益面につきましては、売上高の回復、コストの削

減、京都第二工場における生産の再開等による生産性向上に伴う原価の逓減により、営業利益は増加となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前

当期純利益による資金の増加を法人税等の支払いおよび長期借入金の返済に充てた結果、前連結会計年度末に比べ

1,607,571千円減少し、5,669,888千円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果取得した資金は459,108千円（前年同期は930,821千円の取得）となりました。これは主に、税金等

調整前四半期純利益および減価償却費の発生が法人税等の支払いを上回ったためです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は579,857千円（前年同期は197,401千円の使用）となりました。これは主に、有形固

定資産を取得したためです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は1,407,938千円（前年同期は510,890千円の使用）となりました。これは主に、長期

借入金の返済を行ったためです。
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(3）事業上および財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間における当社グループの研究開発費の総額は、91,228千円です。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,302,200 6,302,200
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）
単元株式数100株

計 6,302,200 6,302,200 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
－ 6,302,200 － 1,180,367 － 1,667,042

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握していません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしています。

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式         700
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   6,300,100 63,001 －

単元未満株式 普通株式       1,400－ －

発行済株式総数 6,302,200 － －

総株主の議決権 － 63,001 －

　

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

扶桑化学工業株式

会社

大阪市中央区高麗橋

四丁目３番10号

日生伏見町ビル新館

700 － 700 0.01

計 － 700 － 700 0.01

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 2,175 2,505 2,450

最低（円） 1,924 1,900 2,055

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものです。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりです。

(1）新任役員

　該当事項はありません。

(2）退任役員

　該当事項はありません。

(3）役職の異動

　該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,669,888 7,277,460

受取手形及び売掛金 7,790,096 7,758,578

商品及び製品 4,647,023 4,650,753

仕掛品 323,080 283,067

原材料及び貯蔵品 783,023 790,745

繰延税金資産 741,915 773,079

その他 468,402 358,418

貸倒引当金 △8,851 △10,549

流動資産合計 20,414,578 21,881,553

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 7,447,509

※1
 7,629,280

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 3,774,864

※1
 4,066,598

土地 2,480,507 2,485,552

建設仮勘定 12,542 13,470

その他（純額） ※1
 449,521

※1
 485,948

有形固定資産合計 14,164,944 14,680,850

無形固定資産

のれん ※2
 394,422

※2
 433,768

その他 566,448 600,445

無形固定資産合計 960,871 1,034,214

投資その他の資産

投資有価証券 623,772 694,229

長期前払費用 940,822 1,013,784

繰延税金資産 986,453 934,346

その他 421,378 452,790

貸倒引当金 △103,120 △108,003

投資その他の資産合計 2,869,306 2,987,147

固定資産合計 17,995,122 18,702,212

資産合計 38,409,700 40,583,765
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,860,777 1,813,742

短期借入金 4,116,398 4,528,897

未払金 1,093,591 1,336,873

未払法人税等 435,551 892,023

賞与引当金 159,827 304,826

役員賞与引当金 11,250 45,000

その他 729,393 1,029,860

流動負債合計 8,406,791 9,951,223

固定負債

長期借入金 11,056,350 11,928,950

長期未払金 1,163,144 1,166,834

退職給付引当金 898,943 878,282

資産除去債務 9,417 －

その他 4,828 5,199

固定負債合計 13,132,684 13,979,266

負債合計 21,539,476 23,930,489

純資産の部

株主資本

資本金 1,180,367 1,180,367

資本剰余金 1,667,042 1,667,042

利益剰余金 14,256,850 13,770,217

自己株式 △2,026 △2,026

株主資本合計 17,102,233 16,615,601

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 178,678 223,500

為替換算調整勘定 △444,447 △221,593

評価・換算差額等合計 △265,769 1,907

少数株主持分 33,759 35,767

純資産合計 16,870,224 16,653,276

負債純資産合計 38,409,700 40,583,765
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 7,061,238 7,502,000

売上原価 5,032,906 4,533,904

売上総利益 2,028,331 2,968,095

販売費及び一般管理費 ※1
 1,782,925

※1
 1,815,737

営業利益 245,405 1,152,358

営業外収益

受取利息 984 3,487

受取配当金 6,692 7,030

受取手数料 4,121 3,814

その他 5,399 4,915

営業外収益合計 17,197 19,246

営業外費用

支払利息 78,283 62,066

為替差損 36,656 70,554

その他 528 1,234

営業外費用合計 115,468 133,855

経常利益 147,135 1,037,748

特別利益

固定資産売却益 864 －

投資有価証券売却益 73 78

貸倒引当金戻入額 907 －

特別利益合計 1,845 78

特別損失

固定資産売却損 156 －

固定資産除却損 31,880 575

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 29,631

特別損失合計 32,037 30,207

税金等調整前四半期純利益 116,943 1,007,619

法人税、住民税及び事業税 28,591 402,321

法人税等調整額 6,043 △5,754

法人税等合計 34,635 396,566

少数株主損益調整前四半期純利益 － 611,052

少数株主損失（△） △18 △1,608

四半期純利益 82,326 612,661
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 116,943 1,007,619

減価償却費 607,955 537,315

のれん償却額 39,134 35,944

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,907 △1,411

賞与引当金の増減額（△は減少） △115,536 △144,998

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △33,750

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,771 20,661

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,207,296 －

受取利息及び受取配当金 △7,676 △10,517

支払利息 78,283 62,066

為替差損益（△は益） 43,532 65,391

有形固定資産売却損益（△は益） △707 －

有形固定資産除却損 31,880 575

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 29,631

売上債権の増減額（△は増加） △864,626 △84,416

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,273,156 △79,196

未収入金の増減額（△は増加） 977 －

仕入債務の増減額（△は減少） △180,635 63,873

未払費用の増減額（△は減少） 74,196 －

未収消費税等の増減額（△は増加） 40,826 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 93,825 －

未払金の増減額（△は減少） － △243,281

長期未払金の増減額（△は減少） 1,134,246 △3,690

その他 △53,148 174,822

小計 1,113,194 1,396,641

利息及び配当金の受取額 56,961 10,597

利息の支払額 △79,976 △60,187

法人税等の支払額 △159,357 △887,942

営業活動によるキャッシュ・フロー 930,821 459,108

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △205,140 △579,887

有形固定資産の売却による収入 2,146 －

無形固定資産の取得による支出 △15,617 △560

投資有価証券の取得による支出 △1,617 △883

投資有価証券の売却による収入 132 302

長期貸付金の回収による収入 180 60

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の売却
による収入

24,527 －

その他 △2,011 1,111

投資活動によるキャッシュ・フロー △197,401 △579,857
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,000,000 △201,012

長期借入れによる収入 1,450,000 －

長期借入金の返済による支出 △919,100 △1,085,100

配当金の支払額 △41,790 △121,054

少数株主への配当金の支払額 － △400

リース債務の返済による支出 － △371

財務活動によるキャッシュ・フロー △510,890 △1,407,938

現金及び現金同等物に係る換算差額 △39,421 △78,884

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 183,108 △1,607,571

現金及び現金同等物の期首残高 6,266,702 7,277,460

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 6,449,811

※1
 5,669,888
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

会計処理基準に関する事

項の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しています。

　これにより、営業利益および経常利益はそれぞれ585千円、税金等調整前四半期純利

益は30,217千円減少しています。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務

の変動額は9,417千円です。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）　

  営業活動によるキャッシュ・フローの「未収入金の増減額」、「未払費用の増減額」、「未収消費税等の増減

額」および「未払消費税等の増減額」は、前第１四半期連結累計期間では区分掲記していましたが、当第１四半期

連結累計期間より営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しています。

  なお、当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含まれる金額は、それぞ

れ下記の通りです。

「未収入金の増減額」△40,310千円、「未払費用の増減額」△14,828千円、「未収消費税等の増減額」△1,767千

円、「未払消費税等の増減額」△247,451千円　

　営業活動によるキャッシュ・フローの「未払金の増減額」は、前第１四半期連結累計期間まで営業活動による

キャッシュ・フローの「その他」に含めていましたが、当第１四半期連結累計期間より区分掲記しています。

　なお、前第１四半期連結累計期間の「未払金の増減額」は△468,848千円です。

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、実地棚卸を省略

し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定し

ています。

　棚卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっています。

２．法人税等ならびに繰延税金資産およ

び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営

環境等または一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックスプランニングを

利用する方法によっています。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金

等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、20,857,302千円で

す。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、20,504,725千円で

す。

※２　固定負債である負ののれんと相殺した差額を記載し

ております。

なお、相殺前の金額は次のとおりであります。

※２　固定負債である負ののれんと相殺した差額を記載し

ております。

なお、相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん 399,475　千円

負ののれん 5,052　千円

のれん 439,542　千円

負ののれん 5,773　千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

運搬費 240,666千円

給与手当 369,815 

賞与引当金繰入額 69,948 

役員賞与引当金繰入額 － 

退職給付費用 17,392 

役員退職慰労引当金繰入額 4,922 

減価償却費 190,849 

運搬費 278,736千円

給与手当 375,374 

賞与引当金繰入額 77,426 

役員賞与引当金繰入額 11,250 

退職給付費用 18,499 

役員退職慰労引当金繰入額 － 

減価償却費 136,980 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 6,449,811

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 6,449,811

　

 （千円）

現金及び預金勘定 5,669,888

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 5,669,888
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 6,302,200株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  777株

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 126,028 20 平成22年３月31日 平成22年６月28日利益剰余金

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 

ライフ
サイエンス
事業
（千円）

電子材料
および機能
性化学品
事業
（千円）

その他の
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 4,714,6952,329,72116,8207,061,238 － 7,061,238

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － 4,828 4,828 (4,828) －

計 4,714,6952,329,72121,6497,066,066(4,828)7,061,238

営業利益 469,969△55,731 1,062 415,300(169,895)245,405

　（注）１．上記事業は、製品および商品の種類・性質、製造方法、販売市場等の類似性等を勘案して区分しています。

２．各事業の主要な製品および商品等

(1）ライフサイエンス事業………………リンゴ酸、クエン酸、その他果実酸、食添製剤、グルコン酸

(2）電子材料および機能性化学品事業…超高純度コロイダルシリカ、樹脂添加剤、医薬品原料、写真薬原料

(3）その他の事業…………………………上記の事業分野に該当しない化成品等

３．前第３四半期連結会計期間において、電子材料事業への展開を目的として青島扶桑第二精製加工有限公司の

社名を扶桑化学（青島）有限公司に変更し、増資を行いました。これに伴い事業内容が変わったため、当公司

の事業の種類別セグメントを「ライフサイエンス事業」から「電子材料および機能性化学品事業」に変更

しました。
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

アメリカ
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 6,145,491285,151630,5947,061,238 － 7,061,238

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
109,856973,95631,3411,115,153(1,115,153)－

計 6,255,3471,259,107661,9368,176,391(1,115,153)7,061,238

営業利益 267,534147,71330,789446,037(200,631)245,405

　（注）１．国または地域の区分は、地理的近接度によっています。

２．前第２四半期連結会計期間より、タイにおいてFUSO (THAILAND) CO.,LTD.を設立したため、従来の「中国」

セグメントに同社の事業活動を含めて「アジア」セグメントとしています。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 ヨーロッパ 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 142,4611,138,126660,329 44,0031,984,922

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 7,061,238

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
2.0 16.1 9.4 0.6 28.1

（注）１．国または地域の区分は、地理的近接度によっています。

２．各区分に属する主な国または地域は以下のとおりです。

ヨーロッパ：ドイツ、イギリス、フランス

北米：アメリカ

アジア：中国、韓国、台湾

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高です。

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。　

  当社は、製商品・サービス別に事業部を置き、それぞれの事業部で、取扱い製商品・サービスについて国内

および海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。 

　したがって、当社は、事業部を基礎とした製商品・サービス別のセグメントから構成されており、「ライフ

サイエンス事業」および「電子材料および機能性化学品事業」の２つを報告セグメントとしています。

  「ライフサイエンス事業」は、リンゴ酸、クエン酸、その他果実酸、食添製剤、グルコン酸等の生産・販売を

行っています。「電子材料および機能性化学品事業」は、超高純度コロイダルシリカ、樹脂添加剤、医薬品原

料、写真薬原料等の生産・販売を行っております。　
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

　当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）

　（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）

合計ライフサイエ
ンス事業

電子材料お
よび機能性
化学品事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 4,758,1272,743,8727,502,000 － 7,502,000
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 6,412 6,412 △6,412 －

計 4,758,1272,750,2857,508,412△6,4127,502,000

セグメント利益 560,230788,0861,348,316△195,9581,152,358

（注）１．セグメント利益の調整額には、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用△

198,165千円、その他2,206千円が含まれています。 

　        ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　当第１四半期連結累計期間よりマネジメント・アプローチに基づくセグメント情報の開示を行っています。　

　なお、前第１四半期連結累計期間の事業別セグメント情報を、当第１四半期連結累計期間より適用した報告セ

グメントの方法により区分すると次のようになります。　

　

　前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）

　（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）

合計ライフサイエ
ンス事業

電子材料お
よび機能性
化学品事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 4,792,1812,269,0577,061,238 － 7,061,238
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 51,256 51,256△51,256 －

計 4,792,1812,320,3137,112,494△51,2567,061,238

セグメント利益 477,337△61,399415,938△170,532245,405

（注）１．セグメント利益の調整額には、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用△

172,032千円、その他1,500千円が含まれています。 

　        ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（金融商品関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日） 

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（有価証券関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　デリバティブ取引については、企業集団の事業の運営において重要性が大きくないため記載を省略しています。

（ストック・オプション等関係）

　当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

（賃貸等不動産関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　賃貸等不動産については、企業集団の事業の運営において重要性が大きくないため記載を省略しています。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 2,671.85円 １株当たり純資産額 2,637.10円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 13.06円 １株当たり四半期純利益金額 97.22円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載していません。

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載していません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 82,326 612,661

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 82,326 612,661

期中平均株式数（株） 6,301,423 6,301,423

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。

（リース取引関係）

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第１四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計

年度末に比べて著しい変動はありません。

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月11日

扶桑化学工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　操司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　敏宏　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている扶桑化学工業株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、扶桑化学工業株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月13日

扶桑化学工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　操司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　敏宏　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている扶桑化学工業株式会

社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成

22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、扶桑化学工業株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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